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Autumn

わが国の輸出相手は長らく米国が不動の首位でしたが、2009年からは中国へと変わり、

2010年はアジアへの輸出額が56%を超えました。ネットビジネスも中国進出を加速して

おり、ASEAN、インド等のアジアにおける経済活動とインターネット普及が急伸している

状況です。

そして、これらを背景とした旺盛なIPv4アドレス需要は、その世界在庫を2011年2月に枯

渇させました。すでに、中国やインドでは、迅速にIPv6対応を進めており、これまでの日

本の経験を超えて成長して行きそうです。

一方、防災や医療福祉といった公共サービス、スマートグリッド、ファシリティマネジメ

ント等の様々なサービスが、インターネットを基盤としたクラウドによって提供され始め

ました。

2011年はNGNとISPとのIPv6接続開始、テレビのIP接続の本格化、スマートフォン等によ

るワイヤレスブロードバンドの急成長といったトピックが続々と出てきています。

今回の『Global IP Business Exchange』では、新たな10年を迎えたインターネット産業に

あらためて注目し、成長を続ける新ビジネス分野におけるIP活用シーンを厳選して取り上

げ、ビジネス知識を得られる最適な場としてのセミナーや展示を凝縮させてお届けしまし

た。

IPv6普及・高度化推進協議会

Global IP Business Exchange 2011 Autumn 運営事務局

開催趣旨
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名称
Global IP Business Exchange 2011

- IPv6とビジネスの広がりにフォーカスした専門イベント –

会期 2011年11月29日(火)

主催 IPv6普及・高度化推進協議会

特別協力 IPv4アドレス枯渇対応タスクフォース

運営 IPv6普及・高度化推進協議会事務局（株式会社イーサイド内）

後援 総務省

会場 富士ソフトアキバプラザ

構成内容 基調講演(1)/特別講演(2)/パネルディスカッション(2)/トピックス(2)

来場参加費 無料

プログラム登録者数 214名 ※（招待者含む）

来場者数 180名 ※（招待者含む）

公式Webサイト http://ip-bizex.e-side.co.jp/

開催概要

Internet Week 2011
https://internetweek.jp/
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会場へのアクセス

富士ソフト アキバプラザ

〒101-0022

東京都千代田区神田練塀町3 富士ソフト秋葉原ビル

TEL：03-5209-6285

FAX：03-5209-5261

秋葉原駅からの所要時間

・JR線 秋葉原駅 中央改札口より徒歩2分

・つくばエクスプレス線 秋葉原駅 A3改札口より徒歩1分

・東京メトロ日比谷線 秋葉原駅 2番出口より徒歩3分
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来場者属性
１．業種別分類

前回と比較するとシステムインテグレータが12.0%から21.7%と増加しました。逆
に通信事業は27.8%から19.3%と減少する結果となりました。

【上位5位まで】

1位 システムインテグレータ 21.7%

2位 通信事業 19.3%

3位 ISP 13.7%

4位 その他 13.2%

5位 通信機器製造業 6.1%

21.7%

19.3%

13.7%

13.2%

6.1%

6.1%

5.2%

4.7%

3.8%

1.9%

1.4% 1.4%
0.5%

0.5% 0.0% 0.5%
システムインテグレータ

通信事業

ISP

その他

通信機器製造業

教育機関

官公庁/協会/団体

ソフトウェア製品製造業

その他製造業

ASP

IDC

研究機関

IXP

政府関係者
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来場者属性
2．職種別分類

前回と比較すると1位、2位に変化はありません。その他の職種が3位ということから
幅広い職種から参加いただけていることがうかがえます。

【上位5位まで】

1位 ネットワーク設計/構築 20.9%

2位 企画 12.8%

3位 その他 12.8%

4位 ネットワーク運用/保守 10.9%

5位 研究開発 8.1%

20.9%

12.8%

12.8%

10.9%

8.1%

8.1%

5.2%

4.3%

4.3%

3.3%

2.8%
1.9%

1.9%
1.9%

0.5% 0.5%
0.0%

ネットワーク設計/構築

企画

その他

ネットワーク運用/保守

研究開発

システムエンジニア

ソフトウェア技術者

管理

コンサルタント

営業

教師

ハードウェア技術者

サーバ設計/構築

サーバ運用/保守

WEB製作関連
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来場者属性
3．役職別分類

前回とほぼ同様の数値です。

1位 一般社員/職員 32.1%

2位 係長/主任 17.9%

3位 部長/次長 15.1%

4位 課長 15.1% 

5位 その他 9.9%

6位 経営者/社長 6.1%

6.1%
3.3%

15.1%

15.1%

17.9%

32.1%

9.9%

0.5%

経営者／社長

役員

部長／次長

課長

係長／主任

一般社員／職員

その他

未回答
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プログラム一覧

詳細につきましては、同封の「プログラム」をご覧ください。
(敬称略)

10：00 - 10：05
ご挨拶
桜井 俊
総務省 総合通信基盤局長

10：05 - 10：50

T1IPv4アドレス枯渇対応タスクフォース リチャーター

モデレータ：
江崎 浩
東京大学 大学院 情報理工学系研究科 教授/IPv6普及・高度化推進協議会 専務理事/ 日本データセンター協会 理事
IPv4アドレス枯渇対応タスクフォース 参加団体

10：50 - 11：00 休憩

11：00 - 12：00

T2最新トピックス 「IPv6最新動向」

モデレータ：
中村 秀治
株式会社三菱総合研究所 情報通信政策研究本部長
大久保 修一
さくらインターネット株式会社 研究所 上級研究員
鶴 昭博
KDDI株式会社 技術企画本部 ネットワーク技術企画部 課長
荒野 高志
ITホールディングス株式会社 執行役員 事業推進本部長/IPv6普及・高度化推進協議会 常務理事

12：00 - 13：15 休憩

13：15 - 14：45

S1特別講演1
「ワイヤレス・ブロードバンドの今後」

モデレータ：
中村 修
慶應義塾大学 環境情報学部 教授/IPv6普及・高度化推進協議会 常務理事
保田 佳之
株式会社NTTドコモ 研究開発センター 無線アクセス開発部長
渡辺 文夫
UQ コミュニケーションズ株式会社 執行役員 CTO

14：45 - 15：00 休憩

15：00 - 15：40

K1 基調講演1
「スマートシティ・スマートコミュニティがもたらす未来
～スマートシティへの取り組み事例紹介と今後の展望～」
瓦谷 晋一
日商エレクトロニクス株式会社 代表取締役社長 CEO

15：40 - 16：00 休憩

16：00 - 17：00

P1パネルディスカッション1
「本当のクラウドはどこへ」
パネリスト：
浅羽 登志也
株式会社IIJイノベーションインスティテュート 代表取締役
荒野 高志
ITホールディングス株式会社 執行役員 事業推進本部長/IPv6普及・高度化推進協議会 常務理事

17：00 - 17：15 休憩

17：15 - 18：15

S2特別講演2
「ネットにつなごう！デジタルテレビ」
福井 省三
株式会社 トマデジ 取締役相談役・国際事業開発リエゾンストラテジスト
一般社団法人 IPTVフォーラム・ジャパン運営会議主査・宅内ネットワークWG主任
中村 秀治
株式会社三菱総合研究所 情報通信政策研究本部長



8

Autumn

参加者アンケート結果

参加者の皆様に5段階評価で回答していただきました。

平均POINTは、3.73であり満足度は概ね得られているものと考えられます。

1）プログラムの満足度

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

特別講演2 「ネットにつなごう！デジタルテレビ」

パネルディスカッション1 「本当のクラウドはどこへ」

基調講演1 「スマートシティ・スマートコミュニティがもたらす未来

～スマートシティへの取り組み事例紹介と今後の展望～」

特別講演1 「ワイヤレス・ブルードバンドの今後」

最新トピックス 「IPv6最新動向」

IPv4アドレス枯渇対応タスクフォース リチャーター

5 満足 4 やや満足 3 普通 2 やや不満 1 不満
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参加者アンケート結果

2） 「IPv6がビジネスとして期待できる」という印象を強く感じたプログラム

プログラム全体を通して、期待できると感じていると回答が多かったです。

最新トピックス「IPv6最新動向」と特別講演1 「ワイヤレス・ブルードバンドの今後」が

全体の5割を占めていました。

9.5%

26.3%

30.5%

9.5%

9.5%

14.7%
IPv4アドレス枯渇対応タスクフォース リ

チャーター

最新トピックス 「IPv6最新動向」

特別講演1 「ワイヤレス・ブルードバンドの今

後」

基調講演1 「スマートシティ・スマートコミュニ

ティがもたらす未来～スマートシティへの取

り組み事例紹介と今後の展望～」

パネルディスカッション1 「本当のクラウドは

どこへ」

特別講演2 「ネットにつなごう！デジタルテレ

ビ」
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前回と比較すると、

１．今後導入する製品はIPv6対応を重視していきたい。 前回 36.7% ⇒ 今回 37.3%

２．近い将来商品化に取り組んでいきたい。 前回 13.3% ⇒ 今回 7.5%

３．引き続き情報収集を行いたい。 前回 45.8% ⇒ 今回 52.2%

今回は、商品化(ビジネス化)に向けて動き始める意志が強い方と情報収集に力を入れることを重
視する方が多数を占める結果になりました。

【設問】

本イベントを通じて、IPv6に関する行動はどう変わるか、一番近いものに○印をおつけください。

参加者アンケート結果

37.3%

7.5%

52.2%

1.5%
0.0% 1.5%

1. 今後導入する製品はIPv6対応を重

視していきたい

2. 近い将来商品化に取り組んでいき

たい

3. 引き続き情報収集を行いたい

4. 自社のビジネス活動的にはまだ何

もしない

5. IPv6対応の必要なない

6. 特に変わらない わからない
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【設問】

次回開催に向けて取り上げてほしいテーマがあればお聞かせください。

• 会社ごとに異なる個別案件について相談できる場の情報提供。

• IPv6の導入に向けたビジネスプランの立て方。

• アウトリーチの話。教育の方法など

• Mobile IPv6

• IPsec(IKEv2)

• OpenFlow

• セキュリティ対策やセキュリティホールの話、デバイスマネジメント等の話。

• M2M関係

• 具体的なIPv6を用いたサービスが登場するまで、IPv6化を先送りにしたがる。IT企業の経営者に事の重大さがわかる

テーマ。

• IPv6導入の事例、トラブルの実例と対策など、IPv6の運用実例なるべく、長めにしていただけると。

• DLNA

• IPv6のコンテンツ側、取り組み（CSP)を紹介して欲しい。

• IPv6の情報アップデート

• インタークラウド。クラウドに関連等におけるネットワークの役割り。

• IPv6、IPv4などネットワークレイヤを意識したクラウドSIerのNext Visionパネルの発展性というか、分野別に掘り下げ

る様に。

参加者アンケート結果
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参加者アンケート結果

【設問】

今回のプログラム内容について、ご意見、ご感想などがありましたらお聞かせください。

• IPv6に偏った内容だけでなかったとこが、逆に良かった。抽象論が多く、具体性が欲しかった。

• 企業の宣伝色は弱めた方が良い。後、団体の活動紹介も弱めた方が良い。

• IPv4アドレス枯渇対応のプログラムは駆け足な感じがして、詰め込み過ぎているように思えました。

IPv6最新動向は複数企業の対応について知ることができて良かったと思います。

• IPv6啓蒙・普及活動がこのセミナー。午前中だけがv6の話で、午後は全然関係ないように感じた。

• あまりIPv6と関係ないようなプログラムが多かった。

• もう少しIPv6の絡みがわかりやすいと良かった。新しい技術の導入案はわかったが、それらをどのように

実現するのかまで見据えた具体的な話が聞きたかった。

• それぞれのプログラムとも興味深く、おもしろく拝聴しましたが、IPv6に関する話は少ない。

→現状、v6ベースでサービス、ビジネスの話をするのは難しいという印象を持ちました。

• ワイヤレス、携帯の話題は今までに例がなく新鮮だった。

• セキュリティの話も聞きたかった。様々なデバイス(モバイル)が登場している中、オフィス等業務に絡んだ

利用の場も多く出てきている。そこに対するセキュリティ対策やセキュリティホールの話も聞きたかった。

• UQ コミュニケーションズ 渡辺氏、モデレータ中村氏が良い味を出していたなと実感しました。

• 大変良かった。

• IPv6という枠の考え方が変わってきているので、今後は意識しないでプログラムを考えても良いと思った。ビジネスレ

イヤで考えて、IPv6環境がついてくれば良いと思う。
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開催内容詳細
会場風景




